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高校生にみる社会化過程と課外クラブの選好

武田正司*田中鎮雄*椛沢聖子事綿回育代*

Socialization Process and Preference of Extracurricular Club 

in High School Age 

Masashi Takeda*， Shizuo Tanaka*， Seiko Kabasawa*， Ikuyo Watada* 

The relationship between socialization process and preference of 

extracurricular club activities was investigated through 840 senior high 

school students in the second grade. The main results were as follows : 

(1) The entrance examination system for college or university and their 

studies to pass the examination made the students passive for the 

extracurricular club activities， especially for the sports club activities. 

(2) Because of the social climate in our culture such as female students 

themselves to be feminine， and further the others expect them to be 

so， their motivation to participate in sports activities tended to be 

inhibited. 

(3) Although there exists such a strong social climate， those who prefered 

extracurricular sports club activities have developed or formed their 

sport orientated personality， which were commonly observed in the 

extracurricular sports club members ， from their early stage of the 

development. 

*日本大学文理学部 (NihonUniversity， College of Humanities and Sciences) 
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目的

社会的学習者としての個人は、さまざまな社会的状

況との関わりの中で、役割学習をとおして社会化され

ていく。この社会化の過程において、政治的・経済的・

職業的社会化と同様にレジャー的社会化(Ieisure

socializa tion)もまた個人の統合的な社会化に対して

重要な意味をもってくることは推測に難くない。

多様なレジャー行動の中でも、スポーツへの社会化

表1.スポーツ風土調査項目

小小がfこ学学強校校く入入は学学た以以ら前いては、い男運まの動し子すたとる女ときはいつもl番になりたいという気持
前は、 の子が同じ運動をするのが当り前でし
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に関しては、家庭、同輩集団、学校、地域社会などの

社会化場面における重要な他者のスポーツ参加促進機

能を分析している研究をみることができる。I川

社会化理論に基づいたスポーツへの参加またはその

過程を対象とした微視的研究の流れとは別に、スポー

ツへの社会化過程をより巨視的な視座から分析する研

究にも目を向ける必要があろう。.例えば、受験制度と

クラブ参加の関連分析を試みた研究(松井ら、1960)目、

都市化に伴うスポーツ人口の変動を分析した研究(回



中、 1964)ぺ組織剣道人口の地域格差に関する研究

(田中、 1975)町、スキー行動の地域的特徴に関する研

究(武田ら、 1983)叫などは、スポーツ行動規定要因の

組成によって、固有のスポーツ環境またはスポーツ風

土が形成されていることを示唆する研究であるとみて

よい。

上述の諸研究をふまえて、田中(1985)7)は「個体の

生得的傾向に加えて、社会的学習に基づく知識、価値

志向、体力、技能、スポーツ参加に伴う情調などが体

制化され定着したものが、いわゆるスポーツへの先有

傾向 (predisposition)削}別であり、この先有傾向を

望ましいかたちで形成することが、スポーツへの社会

化 (socializationinto sport)の思想、型である」とし、

先有傾向の形成過程とスポーツ環境との関係を性差の

表2.高校期の因子構造

項 自

61 現在(高2)は、ひと一倍元気な方だと思います

62 現在(高2)は、スポーツや運動がかなり得意な方です

63 陣在(高2)は、スポーツをみることが大好きです
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観点から明らかにする目的で「スポーツ風土調査用紙

(Sport Climate lnventory、以下略SCI)Jを作成・

実施して大要次のような知見を得ている。

1) 男性中心的に発達普及してきたわが国のスポー

ツ土境のなかで、女性のスポーツ参加が飛躍的な

伸びを示しながらも、今なお高校生のもつスポー

ツ意識の中には、日本人特有の女らしさ志、向の精

神的風土が、女性のスポーツ参加に対する抑制要

因として機能しているとみられる。11)

2) 受験志向の勉強が一層きびしくなるにつれて、

男女とも組織的スポーツ活動への参加が低調にな

るなかで、特に女子にその傾向が著しい山口}。

一方、筆者らは、親の目からみた子どもの社会

化過程調査として、幼児期の運動遊びと親の養育

第1因子 第2因子 第3因子第4因子第5因子 共通性

0.610 0.133 0.033 0.020 0.041 0.393 

0.699 0.141 0.055 0.046 -0.070 0.519 

0.464 0.096 0.073 0.119 0.069 0.249 

64 現在(高2)は、ひとりでも、ジョギングゃなわとびなどよく運動します 0.416 0.117 0.110 -0.018 0.076 0.205 

65 岡在(高2)は、グループで運動するのが楽しみです 0.651 0.152 0.Q78 0.055 0.016 0.456 

66 陣在(高2)は、スポーツクラブや運動部で活発に運動しています 0.483 0.233 0.225 0.066 -0.419 0.519 

67 現在〈高2)は、テレビをかなり長い時間視聴するのが普通です 0.010 0.040 -0.000 0.038 0.015 0.003 

68 現在(高2)は、運動以外の趣味活動を楽しんでいます 一0.049 -0.006 -0.014 0.079 0.418 0.184 
69 陣在(高2)は、勉強にかなり時間をかけています 0.092 0.054 0.029 -0.003 0.269 0.084 

70 現在(高2)は、お父さんがわたしのスポーツ参加をよくはげまじてくれます 0.209 0.364 0.786 0.051 -0.012 0.797 

71 現在(高2)は、お母さんがわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれます 0.200 0.382 0.813 0.049 0.015 0.849 

72 現在(高2)は、兄弟・姉妹がわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれます 0.194 0.568 0.500 -0.013 0.001 0.610 

73 現在(高2)は、向性の友人がわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれます 0.323 0.691 0.341 0.053 -0.039 0.703 

74 現在(高2)は、異性の友人がわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれます 0.222 0.807 0.217 0.009 0.036 0.749 

75 現在(高2)は、先生がわたしのスポーツ参加をよくはげましてくれます 0.210 0.705 0.299 0.042 0.025 0.634 

76 現在(高2)は、「男らしい身体」または「女らしい身体」を強く意識しています 0.186 0.084 0.020 0.797 0.056 0.680 

77 現在(高2)は、「男らしい行動」または「女らしい行動」を強く意識しています 0.186 0.047 0.078 0.876 0.061 0.815 

78 現在(高2)は、スポーツや運動では力いっぱい頑張ります 0.744 0.098 0.163 0.104 0.020 0.601 

79 現在(高2)は、スポーツや運動では勝ちたいという気持が強くはたらきます 0.711 0.105 0.120 0.132 -0.060 0.552 

80 現在(高2)は、男子と女子が同じ運動種目をしてもおかしいとは思いません 0.168 0.100 0.014 -0.179 0.033 0.072 

i固有値 5.638 1.829 1.275 0.515 0.415 9.672 
l説明率 58.3 18.9 13.2 5.3 4.3 100.0 

一
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態度に関する研究(1986)凶や子どもの社会化過

程と運動・スポーツ行動との関係についての研究

(1986)15) を試みている。

これらの先行諸研究の成果をふまえ、田中(1987)16)

は、進学中心高校を中心としたスポーツ風土調査を実

施し、日本的なスポーツ風土と女性のスポーツ行動と

の関連性について、先行研究の仮説を検証するととも

に、運動部員と非運動部員との聞にみられる差異を比

較検討しながら、「わが国では、第二次性徴期以降の女

子のスポーツ参加に抑制的に機能するスポーツ風土が

存在しながらも、運動部員の生成過程に関する限り、

女性に対しても男性と同様、 socialagentはプラスに

機能している」という仮説を提示した。

前述の研究(1987)11)と同ーのデータを用いて、短

大・大学進学志望者のみに分析の対象を限定し、課外

のスポーツクラブ選好者と文化クラブ選好者とを明確

に分け、この両者の比較分析をとおして、スポーツク

ラブ員に投影されるわが国におけるスポーツ的社会化

の様態を解明しようとするのが本研究の目的である。

方法

1.調査対象

対象は岩手県下と高知県下の高校2年生計1，766名

(男子986名、女子780名)であって、有効回収率は97.

2%であった。

2.調査時期

岩手県の調査は昭和60年2月、高知県の調査は昭和

61年3月に実施した。

3.調査方法

調査は協力校に質問紙を一括郵送して集合調査法に

より、その場で各項目を読み上げ回答を求め、回収す

る手順をとった。

4.質問紙の構成

質問紙は性、学年、高校卒業後の進路志望等8項目

のフェースシートおよびSCI80項目の計88項目から

構成されている。質問紙のうちSCIの項目は表lのと

おりであるが、各項目は発達段階別に「小学校入学以

前J(項目 l~項目 20)、「小学校3 ・ 4年生の領J (項目

21~項目 40) 、「中学校2年生の頃J (項目 41~項目 60) 、

「現在(高2)J(項目 61~項目 80) の 4つの時期に区分

されており、しかも各発達段階別の自己認知の様相を

とらえるため、これら項目の意味内容は対応関係にあ

るように工夫されている。また、各項目についての応

答は「そのとおりJ(5)、「それに近いJ(4)、「どちら

ともいえないJ(3)、「その反対に近いJ(2)、「その反

対J(1)の5段階評定尺度上の当てはまる番号を選択

するように指示された。

5.データ処理

1) 本稿 rl.高校期にみられる因子構造」の部分で
は、サンプル1，766について因子分析が試みられ

る。

2) 本稿 r2.社会化過程と課外クラブの選好」の部

分では、短大を含む大学進学志望者のうち、課外

のスポーツクラブまたは文化クラブを選好してい

る840名について、 SCI80項目に対する応答傾向

が分析される。

3) データは日本大学文理学部コンピュータセン

ターのIBM-433IL02で処理した。データ分析は

プログラム rSPssJ、サブプログラム rT-

TESTJ、rCROSSTABSJ、および rFACTOR

(PA2)Jで行った。

結果と考察

1.高校期にみられQ因子構造

表2は、調査対象者1，766名から得た素データ(項

目 61~項目 80に対する応答)を基に相関行列を算出

し、因子分析(主因子解、パリマックス回転)によ

って高校期の因子構造をみたものである。因子負荷

量0.4以上の項目の内容から抽出された因子の解釈・

命名を試みると次のとおりである。

第1因子:rスポーツや運動ではカいっぱい頑張り
ますJ(0.744)、「スポーツや運動では勝ちたいとい

う気持が強くはたらきますJ(0.711)、「スポーツや

運動がかなり得意な方ですJ(0.699)、「グループで

運動するのが楽しみですJ(0.651)、「ひと一倍元気

な方だと思いますJ(0.610)、fスポーツクラブや運

動部で活発に運動していますJ(0.483)、「スポーツ

をみることが大好きですJ(0.464)、「ひとりでも、ジ

ョギングゃなわとびなどよく運動しますJ(0.416) 

の8項目に高い因子負荷量が認められた。これらの

項目には共通して運動・スポーツに関する意味内容

が含まれているため、この因子を「スポーツ好き・が



んばり因子」と命名した。

第2因子:1異性の友人がわたしのスポーツ参加を

よくはげましてくれますJ(0.807)、「先生がわたし

のスポーツ参加をよくはげましてくれますJ(0. 

705)、「向性の友人がわたしのスポーツ参加をよく

はげましてくれますJ(0.691)、「兄弟・姉妹がわた

しのスポーツ参加をよくはげましてくれますJ(0. 

568)の項目に因子負荷量が高く認められた。これ

ら4項目中上位3項目は友人や先生によるはげまし

であるため、第2因子を「学校でのスポーツはげま

し因子Jと命名した。

第3因子:rお母さんがわたしのスポーツ参加をよ
くはげましてくれますJ(0.813)、「お父さんがわた

しのスポーツ参加をよくはげましてくれますJ(0. 

786)、「兄弟・姉妹がわたしのスポーツ参加をよくは

げましてくれますJ(0.500)の項目内容から、この

因子を「家庭でのスポーツはげまし因子Jと命名し

た。

第4因子:r男らしい行動または女らしい行動を強
く意識していますJ(0.876)、「男らしい身体または

女らしい身体を強く意識していますJ(0.797)の項

目に高い因子負荷量が認められたため、この因子を

「性別意識因子」と命名した

第5因子:fスポーツクラブや運動部で活発に運動

していますJ(-0.419)、「運動以外の趣味活動を楽

しんでいますJ(0.418)の項目に高い因子負荷量が

認められ、しかもこれらの項目は正負の相対関係に

あるため、この因子を「スポーツまたは文化活動選

好因子」と命名した。

以上の5因子中第4、第5因子は必ずしも説明率

(寄与率)が高くないものの、第5因子までの累積が

100% であることから、項目 61~項目的の 20項目

はこれら5つの基本的因子に集約されるものと考え

られる。また、幼児期、小学校期、中学校期ごとに

も同様の分析を試みた結果、「運動・スポーツ好き因

子j、f(学校での)(家庭での)スポーツはげまし因

子」、「性別意識因子」の上位因子は各発達段階に共

通して認められた。注)

このような中で、高校期にのみ抽出された因子す

なわち「スポーツまたは文化活動選好因子J(第5因

子)に注目しなければならないが、この因子は高校

生の生活構造の実質内容からすれば「課外クラブ選
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好因子」と読み換えることもできるものと考えられ

る。

2.社会化過程と課外クラブの選好

表3は卒業後の進路志望を男女別に整理したもの

である。短大・大学への進学志望者は男子で70%、

表3.卒業後の進路

()内は%

jp¥ご男
122 97 

就職(12，4) (12.4) 

75 118 
各種専修学校 (7.6) (15.1) 

711 493 
短大・大学 (72.1) (63.3) 

78 72 
その他 (7.9) ー(9.2)

986 780 
計(100.0) I (100.0) 

女子で60%を上回っている。このサンプル中、短

大・大学進学志望者を抽出して、課外のスポーツク

ラブ選好群と文化クラブ選好群とに分けてみた結

表4.課外クラブの選好

()内は%

l動訟ご 男 女

スポーツクラブ
354 185 
(49.8) (37.5) 

文化クラブ
138 163 
(19.4) (33.1) 

加
219 145 

不 参 (30.8) (29.4) 

711 493 
計 (100.0) (100.0) 

」

x2検定 :df=2 XO =31.676 P<O.OOl 

果、表4に示すとおり、男子でスポーツクラブを選

好する者354名 (49.8%)、女子でスポーツクラブを

選好する者185名 (37.5%)、男子で文化クラブを選

好する者138名(19.4%)、女子で文化クラブを選好

する者163名 (33.1%)であった。このような中で、

スポーツクラブを選好するものが男子に、文化クラ

ブを選好するものが女子に有意に多くみられる点に

注目しなければならない。



表
5.
男
女
別
課
外
ク
ラ
ブ
選
好
別
に
み
る
S
C
I
に
対
す
る
応
答
傾
向

男
女

t
 
検
定

男
女

t
 
検
定

項目
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
員
文
化
ク
ラ
ブ
員
ス
ポ
ー
ヅ
ク
ラ
プ
員
文
化
ク
ラ
ブ
員

特
持
続
，
~
!
号
項目
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
員
文
化
ク
ラ
ブ
員
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
員
文
化
ク
ラ
ブ
員

制
約
特
'1号!

平
均
量
豊
平
均
書
室
平
均
書
室
平
均
書
室

平
均
富
喜
平
均
喜
望
平
均
富
喜
平
均
書
室

1
 3
.9
92
 
1.
1
5
5
 3
.6
74
 
1.
22
1 
3.
84
9 
1.
2
0
6
 3
.5
64
 
1.
3
2
4
 
*
本
*
 

41
 
3.
72
6 
1.
0
0
8
 3
.1
09
 
1.
13
1 
3.
71
9 
1.
0
2
5
 3
.2
03
 
1.
1
5
6
 申
申
串
市
申
*

2
 
3.
38
4 
1.
0
7
7
 2
.8
26
 
1.
2
2
0
 3
.2
32
 
1.
0
8
6
 2
.7
42
 
1.
1
6
8
 牢
*
*
*
ホ
*

4
2
 
3.
75
7 
1.
0
4
2
 2
.8
77
 
1.
24
1 
3.
64
3 
1.
0
6
4
 23 
.8
22
 
1.
1
9
6
 牢
*
*
本
*
*

3
 
3.
15
8 
1.
2
0
3
 2
.8
62
 
1.
1
8
5
 2
.9
57
 
0.
97
7 
2.
60
1 
1.
0
8
6
 
*
 
*
*
 
*
 
*
 
4
3
 
4
.1
13
 
1.
03
1 
3.
65
2 
1.
2
9
4
 4
.2
81
 
0.
90
1 
.4
3
6
 1
.
2
5
2
 *
*
*
 申
*
*

4
 
3.
22
3 
1.
1
7
5
 2
.8
41
 
1.
2
5
7
 3
.0
22
 
1.
1
9
3
 2
.7
73
 
1.
2
2
9
 
*
本

4
4
 
3.
01
4 
1.
3
4
5
 2
.6
52
 
1.
3
7
6
 2
.8
81
 
1.
1
8
3
 2
.2
82
 
1.
2
5
5
 
*
*
 
*
*
*
 
*
 

5
 4
.3
00
 
0.
94
6 
4.
05
8 
1.
0
8
6
 4
.0
00
 
1.
1
8
9
 3
.7
55
 
1.
2
8
2
 
*
 
*
*
 
本
4
5
 
3.
95
2 
1.
0
5
7
 3
.4
13
 
1.
3
8
7
 3
.9
46
 
1.
0
8
2
 3
.1
84
 
1.
3
8
0
 *
*
*
 市
串
牢

6
 
1.
55
4 
1.
2
5
0
 1
.4
13
 1
.1
0
6
 
1.
3
9
5
 
1.1
14
 
1.
4
9
7
 
1.
1
9
9
 

4
6
 
4.
20
6 
1.
24
1 
3.
13
0 
1.
6
4
3
 4
.2
22
 
1.
2
2
5
 2
.5
34
 
1.
6
1
5
 本
*
寧
*
ホ
*

*
本
|

7
 
3.
26
6 
1.
2
6
1
 
3
.4
0
6
 1
.
2
3
0
 3
.0
49
 
1.
1
6
7
 2
.7
67
 
1.
2
1
5
 
*
 

*
ホ
*
47
 
3
.4
04
 
1.
2
0
8
 3
.2
03
 
1.
34
1 
3.
37
3 
1.
1
7
8
 2
.9
76
 
1.
1
81
 
*
*
 

8
 
3.
00
6 
1.
4
1
6
 3
.0
87
 
1.
4
5
7
 3
.4
92
 
1.
3
8
0
 3
.4
7
9
 
1.
4
2
0
 

*
本
*
*
 
4
8
 
3.
62
2 
1.
31
4 
4.
24
6 
1.
0
7
3
 3
.5
95
 
1.
2
2
2
 4
.0
80
 
1.
0
3
6
 *
*
*
 市
串
申

9
 
1.
86
4 
1.
4
8
6
 1
.
9
2
0
 
1.
5
0
5
 2
.8
38
 
1.
8
5
2
 2
.8
77
 
1.
80
1 

*
*
*
 *
*
*
 4
9
 
2.
59
0 
1.
26
1 
2.
63
8 
1.
30
1 
2.
67
0 
1.
1
5
4
 2
.5
52
 
1.
1
3
9
 

10
 
3.
20
6 
1.
00
1 
3.
05
1 
0.
99
1 
3.
29
2 
1.
0
3
3
 3
.1
29
 
1.
0
9
5
 

50
 
3.
4
94
 
1.1
37
 3
.0
22
 
1.
0
5
0
 3
.5
62
 
1.
1
31
 
2.
73
6 
1.
1
64
 牢
車
申
*
串
本
*
 

11
 
3.
22
6 
1.
0
0
4
 3
.1
38
 
1.
0
1
2
 3
.4
11
 
1.
0
1
8
 3
.3
13
 
1.
1
2
0
 

*
 

51
 
3
.4
52
 
1.
1
0
6
 2
.9
93
 
1.
0
5
7
 3
.5
78
 
1.
1
11
 
2.
86
5 
1.
09
7 
*
ホ
*
本
*
*

12
 
3.
51
4 
1.
3
7
4
 
3
.4
8
6
 1
.
3
1
4
 3
.8
43
 
1.
3
4
0
 3
.5
09
 
1.
2
9
3
 
*
 
*
*
 

52
 
2.
98
6 
1.
0
6
3
 2
.7
32
 0
.9
48
 
3.
18
9 
1.
1
0
4
 2
.6
32
 
1.
0
4
8
 
*
 
*
*
*
 
*
 

13
 
4
.4
01
 
0.
93
3 
4.
08
7 
1.
0
7
0
 4
.1
4
6
 1
.
07
1 
4.
08
6 
1.
0
8
0
 
*
本
*
*
 

53
 
3.
37
6 
1.
0
4
2
 3
.0
87
 
1.
05
7 
3.
71
9 
0.
98
7 
2.
96
9 
1.
1
24
 
*
*
 
市
牢
車
事
事
申

14
 
3.
4
4
4
 
1.
3
4
2
 3
.2
54
 
1.
3
8
3
 3
.6
92
 
1.
27
1 
3.
68
1 
1.
2
8
5
 

*
 

54
 
3.
07
6 
1.
0
5
0
 2
.7
25
 
1.
0
0
2
 3
.2
38
 
0.
99
3 
2.
56
4 
0.
98
2 
*
*
 
牢
申
牢

15
 
3.
31
9 
1.
0
6
3
 3
.0
07
 
1.
1
37
 3
.2
81
 
1.1
64
 
3.
03
1 
1.
2
8
8
 
*
*
 

*
*
 
55
 
3.
35
0 
1.
0
9
2
 3
.0
44
 
1.
0
7
3
 3
.5
78
 
0.
98
1 
2.
82
2 
1.
1
11
 
*
*
 
事
市
牢
*
 

16
 
2 .
4
6
3
 
1.
3
1
7
 2
.3
26
 
1.
2
3
9
 
1.
9
7
8
 1
.1
2
3
 2
.0
61
 
1.
1
0
4
 

事
車
車

56
 
4.
37
3 
0.
76
5 
4.
18
8 
0.
84
2 
4.
05
4 
0.
85
2 
3.
84
7 
0.
96
6 
*
 
*
 本
*
*
**
| 

17
 
2.
75
4 
1.
3
8
5
 2
.5
94
 
1.
2
5
4
 2
.3
19
 
1.1
8
9
 2
.5
09
 
1.
2
2
9
 

本
牢
牢

57
 
4.
36
2 
0.
76
7 
4.
27
5 
0.
79
0 
4.
08
7 
0.
86
8 
3.
93
3 
1.
03
1 

車
市
牢
*
*
 

18
 
4.
09
6 
1.
0
5
2
 3
.7
97
 
1.
2
3
3
 4
.0
43
 
1.
0
7
8
 3
.6
99
 
1.
2
3
8
 
*
 
*
*
 

58
 
4.
28
3 
0.
91
5 
3.
77
5 
1.
19
6 
4.
17
3 
0.
99
0 
3
.4
91
 
1.
1
62
 
市
*
*
*
ホ
*
*
 

19
 
3.
75
1 
1.
2
0
0
 3
.2
90
 
1.
2
8
0
 3
.3
41
 
1.
2
3
3
 3
.1
90
 
1.
2
8
4
 *
*
*
 
*
*
*
 
59
 
4.
29
4 
0.
91
2 
3.
68
8 
1.
1
4
5
 4
.2
27
 0
.9
40
 3
.3
50
 
1.
1
8
4
 *
*
*
 市
車
車
*
 

2
0
 
4.
1
36
. 
1.
0
5
3
 4
.0
73
 0
.9
94
 
4.
53
0 
0.
78
0 
4.
23
9 
0.
94
2 
*
*
 
*
*
*
 
60
 
2.
64
4 
1.
1
89
 2
.4
8
6
 
1.
0
6
9
 3
.0
60
 
1.
2
3
4
 2
.8
59
 
1.
1
8
6
 

本
車
市
*
本

21
 
4.
32
8 
0.
91
6 
3.
76
1 
1.
1
4
3
 4
.1
62
 
1.
0
6
6
 3
.7
67
 
1.
1
52
 
*
*
牢
*-
* 

61
 
3.
68
4 
1.
04
1 
2.
97
1 
1.
0
7
4
 3
.6
76
 
0.
94
0 
3.
12
3 
1.
01
1 
*
キ
*
事
*
*

2
2
 
3.
77
4 
1.
1
41
 
2.
87
7 
1.
28
1 
3.
68
7 
1.
2
5
5
 2
.9
14
 
1.
2
8
8
 申
事
事
*
*
*
 

62
 
3.
63
8 
0.
98
4 
2.
68
8 
1.
1
19
 
3
.4
4
9
 0
.9
99
 
2.
50
3 
1.
0
5
6
 牢
ホ
*
*
*
ヰ
*
 

2
3
 
3.
76
0 
L
l
4
5
 3
.3
33
 
1.
2
5
8
 3
.5
41
 
1.
0
1
6
 2
.9
26
 
1.
1
4
7
 *
*
*
 *
本
*
*
 
*
*
 
63
 
4.
18
9 
1.
0
1
9
 3
.7
03
 
1.
34
8 
4.
37
3 
0.
88
2 
3.
71
2 
1.
1
74
 申
水
*
*
本
*
*
 

24
 
3.
13
6 
1.
2
0
4
 2
.7
83
 
1.
1
51
 
2.
88
1 
1.
1
0
2
 2
.7
18
 
1.
2
1
0
 
*
*
 
*
 

64
 
2.
89
3 
1.
3
2
5
 2
.4
9
3
 
1.
2
8
0
 2
.6
87
 
1.
2
6
8
 2
.0
86
 
1.
1
51
 
*
*
 
本
車
申

牢
*

2
5
 
4
.4
8
0
 0
.8
46
 
4.
10
9 
0.
98
7 
4
.4
27
 0
.8
05
 
4.
09
8 
1.
1
18
 
*
*
*
 *
*
 

65
 
3.
94
1 
1.
0
5
6
 3
.2
83
 
1.
2
7
3
 3
.9
41
 
1.
0
6
9
 3
.1
29
 
1.
2
0
3
 本
市
*
*
市
牢

2
6
 
3.
57
1 
1.
4
6
6
 2
.8
19
 
1.
6
1
8
 3
.2
27
 
1.
51
5 
2.
82
2 
1.
4
4
0
 事
*
*
*
 
*
 

66
 
4
.4
21
 
0.
91
3 
1.
6
2
3
 0
.9
53
 
4.
18
9 
1.
0
6
4
 
1.
5
5
2
 0
.9
24
 
申
串
牢
本
串
本
牢

2
7
 
3.
74
0 
1.
1
2
7
 3
.5
87
 
1.
1
63
 3
.4
76
 
1.
0
2
2
 3
.0
98
 
1.
1
61
 
本
*
本
*
*
*
*
 6
7 
2.
87
6 
1.
29
1 
2.
78
3 
1.
3
7
6
 2
.9
14
 
1.
1
9
0
 2
.7
85
 
1.
2
3
6
 

2
8
 
3
.4
9
7
 
1 .
4
15
 
3.
78
3 
1.
3
1
7
 3
.6
97
 
1.
2
2
7
 3
.9
82
 
1.
2
2
5
 
*
 
*
 

68
 
3
.4
35
 
1.
3
5
4
 4
_2
61
 
1.
1
16
 
3
.4
2
7
 
1.
2
5
8
 4
.3
07
 
1.
0
4
4
 *
*
*
 *
*
*
 

29
 
2.
33
9 
1.
3
2
7
 2
.6
38
 
1.
36
1 
2.
93
5 
1.
2
9
6
 3
.0
00
 
1.
29
1 
*
 
*
*
*
 
*
 
69
 
2.
4
97
 
L
l
17
 
2.
68
1 
1.
1
52
 
2.
33
0 
0.
99
7 
2.
57
7 
1.
0
5
3
 
*
 

3
0
 
3.
27
4 
1.
1
3
5
 3
.0
44
 
1.
1
26
 3
.4
87
 
1.
0
8
9
 3
.0
06
 
1.
1
41
 
*
 
*
*
*
 *
 

70
 
3.
33
1 
L
l
71
 
2.
80
4 
0.
97
3 
3
.4
4
9
 
1.
1
7
0
 2
.6
63
 
1.
0
7
9
 申
水
牢
*
*
*
 

31
 
3.
20
3 
L
l
0
5
 3
.0
22
 
1.
09
1 
3.
55
7 
1.
0
6
7
 3
.1
41
 
1.
1
3
2
 
*
*
*
 *
本
串

71
 
3.
24
3 
1.1
4
8
 2
.8
04
 
0.
95
0 
3
.4
3
8
 1
.
0
7
2
 2
.7
06
 
1.
0
7
7
 *
ホ
*
*
水
車

3
2
 
2.
68
1 
1.
0
0
8
 2
.5
29
 
0.
99
8 
2.
78
9 
1.
0
1
3
 2
.6
69
 
1.
0
3
7
 

72
 
3.
04
8 
1.
1
09
 
2.
52
9 
0.
90
6 
3.
16
2 
1.
1
0
6
 2
.6
01
 
1.
0
3
4
 本
車
串
*
*
*
 

3
3
 
3.
22
3 
1.
03
1 
3.
00
7 
1.
1
17
 
3.
37
8 
1.
0
2
6
 3
.1
35
 
1.
02
1 
*
 
*
 

73
 
3.
4
07
 
1.
08
5 
2.
78
3 
1.
0
5
8
 3
.7
35
 
1.
0
0
5
 2
.7
30
 
1.
0
0
0
 申
串
申
市
市
牢
本
*

3
4
 
2.
85
9 
1.
0
2
5
 2
.5
58
 
1.
0
6
0
 2
.9
68
 
0.
97
7 
2.
77
3 
1.
0
6
7
 
*
*
 

74
 
3.
02
5 
1.
1
15
 
2.
59
4 
1.
02
3 
3.
14
6 
1.
0
3
5
 2
.4
4
8
 0
.9
04
 本
市
串
本
車
*

3
5
 
3.
39
6 
1.
0
9
7
 2
.9
42
 
1.
0
2
4
 3
.5
78
 
1.
0
0
3
 3
.2
27
 
1.
1
13
 
本
申
ホ
*
*
 
*
 
75
 
3.
05
9 
1.
0
8
8
 2
.5
15
 
1.
0
2
0
 3
.1
19
 
0.
95
4 
2
.4
7
9
 0
.9
52
 
本
木
本
*
*
*
 

3
6
 
3.
13
0 
1.
1
0
6
 3
.0
73
 
1.
0
7
8
 3
.0
00
 
0.
95
0 
2.
90
8 
1.
0
2
9
 

76
 
4
.4
69
 0
.7
38
 4
.2
83
 
0.
81
9 
4.
01
1 
0.
92
7 
3.
83
4 
1.
0
2
0
 
*
 

事
本
*
本
市
牢

3
7
 
3.
37
0 
1.
08
4 
3.
30
4 
1.
0
8
5
 3
.2
00
 
0.
92
0 
3.
11
7 
1.
1
3
0
 

77
 
4.
43
5 
0_
75
5 
4.
32
6 
0.
83
9 
4.
22
2 
0.
87
2 
4.
00
6 
0.
97
2 

牢
本
*
本
本

3
8
 
4.
25
1 
0.
98
2 
3.
90
6 
1.
0
5
9
 4
.2
38
 0
.9
01
 
3.
78
5 
1.
0
9
8
 *
*
 
*
*
*
 

78
 
4.
20
9 
0.
97
6 
3.
62
3 
1.
1
54
 
4.
20
0 
0.
90
8 
3
.4
91
 
1.
1
3
0
 水
水
ポ
*
*
*
 

39
 
4.
15
5 
0.
99
9 
3.
78
3 
1.
20
1 
4.
08
7 
0.
94
6 
3.
53
4 
1.
2
0
3
 
*
*
 
市
申
串

79
 
4.
29
1 
0.
95
1 
3.
50
7 
1.
1
29
 
4.
19
5 
0.
91
2 
3.
28
8 
1.
1
7
4
 市
水
牢
本
市
申

4
0
 
3.
39
0 
1.
1
4
7
 3
.3
33
 
1.1
61
 
4.
01
1 
1.
0
6
3
 3
.8
34
 
0.
98
9 

*
ホ
ホ
*
*
*
 8
0 
2.
78
8 
1.
3
8
5
 2
_2
97
 
1.
1
3
0
 3
.0
38
 
1.
2
9
5
 2
.6
99
 
1.
1
66
 牢
市
*
申
牢
*
牢
牢
*

t
検
定
の
有
意
水
準
*
 5
%
レ
ベ
ル

*
 *:
 
1
%
レ
ベ
ル

*
 *
 *
 :
 
0
.
1
%
レ
ベ
ル

l a l  



表5はSCI80項目のすべてについて、平均値およ

び標準偏差を男女別課外クラブ選好別に示し、 t検定

によりそれらの差異の有無を明示しである。また、

図 1~図 12 は、表 5 に示す傾向の理解を一層容易に

するため、幼児期、小学校期、中学校期、高校期の

各発達段階に共通した意味内容をもっ項目(例えば

項目2、項目22、項目42、項目62)の平均値を性別

課外クラブ選好別に、しかも各発達段階別にプロッ

トし、太実線(男子、スポーツクラブ員)、細実線(男

子、文化クラブ員)、太破線(女子、スポーヅクラブ

員)、細破線(女子、文化クラブ員)で表わしたもの

である。先の因子分析の結果に準拠して、 SCI80項

目を「スポーツ好き・がんばりJ、「運動・スポーツ

参加に対する他者のはげまし」、「性別意識J、「ス

ポーツクラブ選好または文化クラブ選好」の4つに

カテゴライズし、加えて「勉強・けいこごと」、「テ

レビ好き」、「スポーツの男女同権意識」などの項目

について以下に分析考察を試みることにする。

1) rスポーツ好き・がんばり」について
表5の項目 1・21・41・61から明らかなように、

スポーツクラブ員は文化クラブ員よりも各発達段

階をとおして、元気のよさを認めている。これと

同じ傾向が項目2・22・42・62(図1)の運動・ス

ポーツの得意意識にも認められる。また、ひとり

での運動(項目4・24・44・64)やグループでの

運動(項目5・25・45・65、図2)およびスポーツ

5 

4 
バダ問-.._-..たご
.-

ヲヘ
/¥入~

3 i =-ー『町~

2 

幼小中高幼小中高

図l運動・スポーツ 図2 グループての運
の得意意識 動志向

クラブ参加(項目6・26・46・66)のいずれにお

いても、スポーツクラブ員の方が文化クラブ員よ

りも積極的であることが特に中学校期以降に顕著

に認められる。このようなスポーツ参加傾向を裏

-7ー

づけるように、スポーツでのがんばり意識(項目

18・38・58・78)やスポーツでの勝利志向(項目

19・39・59・79、図3)もまた同様な傾向を示し

5 

2 

# 

幼小中高幼.小中高

図3 スポーツて。の勝 図4 みるスポーツ
利志向 志向

ており、スポーツクラブ員の男子、女子のいずれ

においても、発達段階のかなり早い時期からス

ポーツでのがんばりや勝ち意識が高いことが認め

られる。一方、みるスポーツ(項目3・23・43・63、

図4)は発達段階が進むにつれて好まれる傾向を

示すが、ここでもスポーツクラブ員の方が高い平

均値を示している。

以上の結果から明らかなように、スポーツクラ

ブ員は男女とも活動性の高いことが特徴的であ

る。すなわち、元気であり、運動神経がよく、グ

ループでの運動を楽しみ、運動部活動に参加する

ほか、中学校期以降にひとりでも進んで運動する

などの特徴がスポーツクラブ員に認められる。み

るスポーツを好む傾向も中学校期以降のことであ

るが、スポーツに対する理解度と関心の高さを示

す指標として注目される。とくに、これらの傾向

には一貫して男女差よりもむしろスポーツクラブ

員か文化クラブ員かによ芯差異の方が大きく認め

られ、高校生の課外クラブ選好に対する先有傾向

の影響の強いことが示唆される。

2) r運動・スポーツ参加に対する他者のはげまし」
について

父親からのはげまし(項目 10・30・50・70)、

母親からのはげまし(項目 11・31・51・71、図5)

および兄弟姉妹からのはげまし(項目 12・32・52・

72)についてみると、スポーツクラブ員の方が中

学校期以降に運動・スポーツ参加に対する比較的

強いはげましを受けていることが理解できる。と
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くにスポーツクラブ員の女子にその傾向が特徴的

にみられる。これらの傾向は、向性の友人からの

はげまし(項目 13・33・53・73、図的、異性の

5 

4 ¥ミs斥〈二三
2 

l 
幼小中高幼小中高

図5母親からのはげ 図6同性の友人から
まし のはげまし

友人からのはげまし(項目 14・34・54・74)およ
び先生からのはげまし(項目 15・35・55・75)に
ついても同様に認められる。ここにみられる家庭

や学校でのスポーツ参加に対する称賛やはげまし

が、どのような機会にどのように行われ、それが

どのように機能していくかについては、}jIJ途事例

研究を試みなければならないが、スポーツクラブ

員とくにその女子に対する重要な他者のスポーツ

参加への積極的な働きかけに注目しなければなら

ない。

3) r性別意識」について
身体や行動に関する性差の認知についてみる

と、項目 16・36・56・76(身体のちがい)と項目
17・37・57・77(図7)(行動のちがい)から明ら

かなように、幼児期、小学校期、中学校期と進む
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図7性別意識(行動図8スポーツの男女
のちがい〉 問権意識

につれてかなりの平均値の上昇がみられる。性別

意識が第二次性徴期を境にして男女ともかなり明

白になるなかで、中学校期、高校期では女子より

も男子の方が身体や行動についての性差を認める

ものが有意に多いことが理解できる。この傾向と

対照的なのが、項目 20・40・60・80(図8)の
スポーツの男女同権意識である。すなわち、発達

段階が進むにつれて、男女が同じ運動をすること

に対して吾定的ないし疑問視的な態度がみられ、

とくに男子にその傾向が強い。このような中で、

高校期ではスポーツクラブ員の方が男女ともに比

較的肯定的な態度を持っている点に注目すべきで

あろう。

4) rスポーツクラブ選好または文化クラブ選好Jに
ついて

項目6・26・46・66(図的に注目すると、組
織的スポーツへの参加は、小学校期になって活発

化する傾向がみられるが、課外のスポーツクラブ

員は男女ともに、文化クラブ員よりもスポーツク

ラブで活発に運動してきたことが有意に認められ

る。この傾向と逆のパターンを示すのが、項目8・
28・48・68(図10)の運動以外の趣味活動である。
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図9 組織的スポーツ 図10運動以外の趣味
への参加 活動

文化クラブ員は小学校期を過ぎるとその平均値が

上昇するのに対し、スポーツクラブ員は平行線な

いし下降線を示すようになる。すなわち、このこ

とは高校期のスポーツクラブないし文化クラブの

選好が小学校期ですでに方向づけられていること

を意味している。

以上のことから明らかなように、高校期のスポー



ツクラブ選好か文化クラブ選好かのコース選択

は、小学校期から、実質的にはそれ以前から選好

パターンを持っていることが示唆されるわけであ

る。

5) rきびしい受験勉強」の波紋
「勉強・けいこごと」についてみると、項目9・

29・49・69(図11)から明らかなように、女子の

多くが各種のおけいこごとを幼児期から開始し、

小学校期まで継続している様子が読みとれる。中

学校期に入ると「学習塾や自宅での勉強が大変J

な者が、男女別クラブ選好別に関わらず同様な傾

向を示すようになってくる。高校期ではさらに

「勉強にかなり時聞をかけ」る者も出てくるように

なる。中学校期、高校期ともその平均値は必ずし

も高くはないが、中学校期の「大変」や高校期の

「かなり」のワーディングに対する応答であること

を考えれば、中学校期以降の勉強の大変さが十分

理解できる。この傾向と対照的なのが「テレビ好

き」の項目である。すなわち、項目7・27・47・67

(図 12)のとおり、幼児期、小学校期でテレビ好
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図11勉強・けいこごと 図12テレビ志向

きなものが特に男子に多くみられるが、中学校期

を墳に性差やクラブ選好に関係なく 4群ともテレ

どをあまり見ないようになってくる。中学校期以

降の受験勉強の本格的なきびしさを示唆するこれ

らの結果が、さらに、図9にみられるようなクラ

ブ選好傾向とくにスポーツクラブ離れの傾向と密

接な関係にあることに注目しなければならないの

である。
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要約と結論

高校2年生1，766名を対象として、スポーツ風土調査

用紙により、高校生にみる社会化過程と課外クラブの

選好について調査分析した結果、次のような知見を得

Tこ。

1.全調査対象者1，766名から得たスポーツ風土調査

項目80項目中、高校期(現在)に関する20項目に

対する応答に基づき、諸項目のカテゴリー化を意図

して因子分析を試みた結果、次のような因子が抽出

された。

第1因子:スポーツ好き・がんばり因子

第2因子:学校でのスポーツはげまし因子

第3因子:家庭でのスポーツはげまし因子

第4因子:性別意識因子

第5因子:スポーツまたは文化活動選好因子

幼児期、小学校期、中学校期のそれぞれについて

これと同様の分析を試みた結果、第l因子~第4因子

の上位4因子は共通に認められたため、本研究では

高校期にみられたこの5因子を・分析上の実質的なカ

テゴリーとして用いることにした。

2.本研究の目的に従って、全調査対象者1，766名中、

短大・大学への進学を志望する者を抽出して、スポー

ツクラブ員と文化クラブ員とを明確に区分したとこ

ろ、男女ともに約70%の者が課外のクラブ活動を行

っていることが明らかになった。このような中で、

男子は女子よりもスポーツクラブを選好する者が、

女子は男子よりも文化クラブを選好する者がそれぞ

れ有意に多く認められた。

3.男女別課外クラブ選好別の4群について、スポー

ツ風土調査項目80項目に対する応答の異同を、先の

因子分析の結果に基づくカテゴリーごとに分析した

結果は次のようにまとめることができる。

1) 高校におけるスポーツクラブ選好者は、文化ク

ラブ選好者に比べ、小学校期、中学校j羽をとおし

てスポーツクラブを選好してきた傾向が明白に認

められる。

2) スポーツクラブ選好者は、発達段階のかなり早

い時期から活動性の高さや運動・スポーツを行う

こと・見ることを好む傾向が認められる。

3) スポーツクラブ選好者は、運動・スポーツに関

して、両親、友人、先生などの他者からの称賛や
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はげましを多く受けている傾向が認められる。

以上の1)2) 3)の結果から、スポーツ選好度や

スポーツすることに対する他者の影響には、彼らの

自己認知の差異つまり社会化過程の認知的差異が、

性差を越えたかたちで明白に認められる。すなわち

高校でスポーツクラブを選好する者には、男女いず

れの場合も、発達段階のかなり早い時期からスポー

ツに対する特有の先有傾向が形成されていることを

示唆するものといえよう。

4) 中学校期以降すなわち第二次性徴期以降、男女

ともに身体や行動の性差を強く意識する傾向がみ

られた。この傾向とは対照的に、スポーツの男女

同権意識は男女ともに後退する傾向が認められ

た。このことは、第二次性徴期以降の女性のス

ポーツ参加に抑制的に機能するわが国のスポーツ

風土の存在を示唆するとともに、スポーツクラブ

員に関する限り、男女とも、この風土に制約され

ない傾向のあることを示唆するものであるといえ

よう。

以上の知見は、さらに次のようにまとめることが

できる。

わが国の入学試験制度ときびしい受験勉強とは、

課外のクラブ活動とくにスポーツクラブ活動の低調

化を招いている。そのうえ、女性自身が女性らしさ

を志向するとともに、周辺の他者からも女性に女性

らしさを求めるわが国の社会的風土は、女性のス

ポーツ参加に対していっそう抑制的に機能している

とみてよい。このようなスポーツ的風土の中にあり

ながらも、高校の課外スポーツクラブ選好者は、男

女を間わず、スポーツに対する好意的先有傾向ない

しはスポーツクラブメンバーに共通なスポーツ選好

的パーソナリティを、発達段階の早い時期から形成・

発達させてきている点が注目される。
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